
 第Ⅰ部 東日本大震災  
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■これまでの派遣状況（平成31年3月31日現在）

・発災からこれまでに4県18市町に560人（延べ33,316人日）を派遣。

　　（※現在派遣中の者を含む）

内、5名は24年度より継続

内、3名は25年度より継続

■平成30年度派遣状況

派 遣 先：

○岩手県釜石市　派遣者数：10名（現在活動中）

　・北九州市・釜石デスク　（2名）　※現地採用の嘱託職員1名を含む

　・釜石市復興推進本部　　（4名） 

　・釜石市復興住宅整備室　（1名） 

　・釜石市水産課　　　　　（3名）

■北九州市・釜石デスク（現地事務所）の設置（平成23年8月～継続中）

■釜石市のバックアップデータを北九州市で受け入れ（継続中）

【平成３０年度分】東日本大震災に関する北九州市の主な支援状況
（平成３１年3月3１日現在）

市職員の派遣

・本市は岩手県釜石市を中心に支援し、同市には407人（延べ31,901人
日）を派遣。

年　度 派遣者数 備　　考

～平成25年度 535人

平成26年度

　支援に係る具体的なアドバイスや本市関係部局との連絡調整などを迅速か
つ円滑に行うことを目的として、23年8月1日、釜石市役所内に課長職が常
駐する「北九州市・釜石デスク」を開設した。
　「支援先を特定し」「現地に常駐者を置く」本市の支援方式は、全国的に
も珍しい。

計

  11人

平成27年度   11人 内、7名は26年度より継続

平成28年度   12人 内、8名は27年度より継続

　560人（延べ33,316人日）

内、9名は29年度より継続

平成29年度   12人 内、4名は28年度より継続

その他の
主な支援

　釜石市の住民情報データを北九州市でバックアップ保管

※現地採用嘱託職員を含む

平成30年度   10人

-3-



-4-



東日本大震災の被災地への中長期の職員派遣報告 

〔派遣分野、活動期間、所属名（補職名）、氏名〕 頁 

１ 釜石市（北九州市・釜石デスクに係る業務） 

活動期間  平成 29 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日 

補 職 名  危機管理室危機管理課復興支援統括官  

  氏  名  牛島 愼一郎 

7 

２ 釜石市（用地取得に係る交渉、登記、補償業務） 

活動期間  平成 29 年 4 月 25 日～平成 31 年 4 月 24 日 

補 職 名  危機管理室危機管理課主査

氏  名  原田 圭二 

11 

３ 釜石市（区画整理、防集業務等に係る設計、監督等業務） 

活動期間  平成 29 年 4 月 25 日～（継続中）

補 職 名  危機管理室危機管理課主査

氏  名  明松 誠一郎 

15 

４ 釜石市（用地取得に係る交渉、登記、補償業務） 

活動期間  平成 29 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日 

補 職 名  危機管理室危機管理課

氏  名  菅野 信幸 

19 

５ 釜石市（復興住宅整備事業に係る業務）

活動期間  平成 29 年 4 月 25 日～（継続中） 

補 職 名  危機管理室危機管理課主任 

氏  名  荒川 恵子 

22 

６ 釜石市（応急仮設団地集約化、応急仮設住宅の特定延長に係る業務）

活動期間  平成 29 年 4 月 1 日～（継続中） 

補 職 名  危機管理室危機管理課 

氏  名  三上 雅弘 

26 
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〔派遣分野、活動期間、所属名（補職名）、氏名〕 頁 

７ 釜石市（漁港工事、漁港海岸工事等設計、監督等業務） 

活動期間  平成 29 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日 

補 職 名  危機管理室危機管理課釜石復興支援担当係長 

氏  名  末永 芳治 

29 

８ 釜石市（水産業の振興に係る業務）

活動期間  平成 29 年 4 月 25 日～平成 31 年 4 月 24 日 

補 職 名  危機管理室危機管理課主任 

氏  名  藏本 英司 

31 

９ 釜石市（用地取得に係る交渉、登記、補償業務） 

活動期間  平成 29 年 4 月 1 日～（継続中） 

補 職 名  危機管理室危機管理課 

氏  名  中村 幸一

35 
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